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平 成 ４ 年 度

第 ５ 回 幹 事 会 報 告

日 時 ： 平 成 ４ 年 １ ２ 月 ３ 日

会 場 ： 回 生 看 護 学 院
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病院図書室 １３（０：４１，１９９３

を説明し了承された。これに基づいた趣旨文に経

緯の概略を盛り、１２月中に会員ヘアンケートを発

送することにした。

（２）来年度の会費について、各幹事は次回幹事会

（ ２月４日、国立京都病院を予定 ）までに宿題と

して検討しておくことになった。

《

会 員 異 動 》

大阪逓イ言病院

院 長 前山 昌男→岡村 純

阪和記念会館

理事長 斎藤 周逸→松村 勇一

八尾徳洲会病院

担当者 吉田るみ子→村中 幸代

《

会員名簿の訂正 》

済生会兵庫県病院

機関コード ２８０１２→２８０１３

年度末の日程とお知らせ

－ ４１－

Ｉ 各 事業 部 報 告 と 協 議 事 項

事 務 局（ 総 務 ・ 会 計 ） （１）第 ４回 名 古 屋 研 修会 を

１０月３１日 に 社 会 保険 中 京 病 院 で開 催 し た。 今 回 は

東 海 地 区 の 会 員に よ る実 行 委 員会 が 企 画 か ら運 営

ま で 担 当 し 、 参 加 者 は ２０名 で あ っ た（ 会 誌 １２巻 ４

号 に 報 告 文 掲 載 ）。（２）入 会 案 内 を名 古 屋 記 念 病 院

と 国 立 名 古 屋 病 院 へ 送 付 。（３）事 務 局 会 議 を１１月１２

日 に 大 阪 回 生 病 院 で 開 き、 会 の 名 称 と総 合 目録 の

改 訂 作 業 に つ い て 協 議 し た。（４）会 名 称 に つ い て１１

月１７日 、 会 長 に 事 務 局 長 か ら経 過 を報 告 し 、 会 員

へ の ア ンケ ート 調 査 に つ い て 了 承 を 得 た。（５）会 員

名 簿 を 作 成（ 会 誌１２巻 ４ 号掲 載 ）。（６）会 計 よ り中

間 報 告 。

研 修 部 上 記 の 第 ４回 名 古 屋 研 修会 の 他、１１月１９

日 の 大 阪 大 学 生 命 科 学 図 書 館 へ の 見 学 会 で は 参加

者１６名 が あ っ た 。 第５６回 研 修会（ １２月１５日 ）の準

備 状 況 が 報 告 され 、 特 に「 外 国 雑 誌 の ー 括 発 注 方

式 」に つ い て の アン ケ ー ト結 果 が 紹 介 さ れ た。 ま

た 、 例年 通 り研 修会 後 に 忘 年 会 を開 く 企 画が 出 さ

れ た 。 研 修部 の 会 計 中 間 報 告 。

会誌 編 集 部 会 誌１２（４），９１・９２の 発 行 経 過 、１３（１），

９３ で は 特 集 記 事 と し て「 患 者 へ の 図 書 サービス」

を 企 画 し て い るこ とが 報 告 され た。 こ れ以 降 の企

画 に つ い て も紹 介 さ れ了 承 さ れ た。１０月２９日 に 大

阪 回 生 病 院 で 編 集 会 議 。

統計調査部 現在の年次統計の回収率は６６参で例 １． 第１９回総会は３月２９日（月）、淀川キリスト教

年に比べても低調であり、可能性のある会員へは 病院において開催予定。午前中は事例報告会。

督促して集計作業を進める。 記念講演は交渉中。

総合目録編集委員会 １２月中に編集会議を予定し、 ２， 選挙管理委員会より近々来年度の幹事の立候

人力作業の具体化を検討していく。口座番号など 補を募ります。積極的なご応募をお願いしまも

のデータについては山口佐尿氏が担当する。

Ｈ 決定事項

倒会の名称について会員ヘアンケート調査をする

ことに前回幹事会で決定したが、会長にその経過




